
   災害応急作業等手当取扱要綱 

 （趣旨） 

第１条 この要綱は，一般職の職員の災害応急作業等手当の支給に関し

必要な事項を定めるものとする。 

 （災害応急作業等手当の支給の対象となる市長が別に定める作業） 

第２条 一般職の職員の災害応急作業等手当支給規則（令和８年函館市

規則第４０号。以下「規則」という。）第２条第３号の「市長が別に

定めるもの」は，原則として，職員の派遣の際またはその派遣の期間

中であって職員が行う作業の内容に変更がある場合に，災害の内容，

災害発生地点および被災地域，作業の具体的内容および該当人員その

他の状況等を考慮し，決定するものとする。 

 （災害応急作業等手当の支給の対象とならない市長が別に定める作業） 

第３条 規則第３条の「市長が別に定めるもの」は，本市に隣接する地

方公共団体との境界付近等で行う作業であって，南渡島消防事務組合

との申合せにより，同組合からの要請（一般職の職員の給与に関する

条例（昭和２６年函館市条例第１５号。以下「条例」という。）第１

５条第１項第２号に規定する要請をいう。）を受けたものとみなして

行う作業とする。 

 （市長が著しく危険であると認める区域） 

第４条 条例第１５条第３項第２号の「市長が著しく危険であると認め

る区域」は，災害対策基本法（昭和３６年法律第２２３号），大規模

地震対策特別措置法（昭和５３年法律第７３号）その他の法令等に基

づき設定され，立入禁止，退去命令等の措置がなされた区域（当該区

域が設定され，または拡大された場合において，その設定され，また

は拡大された時までの間における当該区域と同一地域を含む。次項に

おいて「立入禁止区域等」という。）であって市長が認めるものとす

る。 

２ 市長は，前項の規定により特定の区域を著しく危険であると認める

場合には，必要に応じて，次に掲げる事項のうち必要な事項を任命権

者に確認するものとする。 



 (1) 災害の内容 

 (2) 災害発生地点および被災地域 

 (3) 作業の具体的内容および該当人員 

 (4) 通行が禁止または制限されている区間 

 (5) 作業実施区域，（２）および（４）の事項ならびに周辺地域を明

らかにした地図 

 (6) 立入禁止区域等が設定され，または拡大されるにあたり根拠とさ

れた法令または告示もしくは発令等（次号において「告示等」とい

う。） 

 (7) 立入禁止区域等が拡大された場合には，拡大前における立入禁止

区域等に係る告示等 

 (8) その他認定に必要な関係資料 

 （災害応急作業等に関する時間外勤務手当等の計算等） 

第５条 条例第２０条第３項の規定により災害応急作業等手当が支給さ

れる勤務に係る勤務１時間当たりの給与額は，条例第２０条第２項の

規定により得られる額のほか，条例第１５条第１項各号に掲げる作業

（以下「災害応急作業等」という。）に係る勤務１時間当たりの災害

応急作業等手当の額とする。 

２ 前項に規定する勤務１時間当たりの災害応急作業等手当の額は，条

例第１５条第２項または第３項に規定する災害応急作業等手当の額を

７時間４５分で除して得た額とする。 

３ 災害応急作業等手当が支給される勤務に係る時間外勤務手当，夜間

勤務手当および休日勤務手当の算定に当たっては，条例第２０条第２

項の規定により得られた額を計算の基礎として算出するもののほか，

前項の額を計算の基礎として，条例第１６条第１項および第４項，第

１８条ならびに第１９条の規定により算出する。 

４ 定年前再任用短時間勤務職員または暫定再任用短時間勤務職員が当

該職員の正規の勤務時間外に災害応急作業等に従事した場合における

当該災害応急作業等に係る勤務１時間当たりの災害応急作業等手当の

額を計算の基礎とする時間外勤務手当については，同じ作業に従事す



る常勤の職員との均衡を考慮し，当該常勤の職員の正規の勤務時間を

超えた当該作業に従事した時間に限り支給するものとする。 

 （作業日数の計算方法） 

第６条 災害応急作業等に従事した日１日は，暦日によって計算する。 

 （災害応急作業等実績簿） 

第７条 規則第４条の災害応急作業等実績簿は，別記様式によらなけれ

ばならない。 

   附 則 

 この要綱は，令和８年５月１８日から施行し，令和８年４月１日から

適用する。



別記様式（第７条関係）  

災害応急作業等実績簿  

（    年  月分）  

枚のうち  枚目  

 

注  １  「 日 没 後 」 に つ い て は ， 当 該 作 業 が 日 没 時 か ら 日 出 時 ま で の 間 に お い て 行 わ れ た 場 合 に ☑ を す る も の と す る 。  

２  「 危 険 区 域 」 に つ い て は ， 当 該 作 業 が 著 し く 危 険 で あ る と 認 め る 区 域 で 行 わ れ た 場 合 に ☑ を す る も の と す る 。  

所   属   

職 ・ 氏 名   

決  裁  日 付  

(曜 日 )  
作 業 内 容  手 当 額  開 始 時 刻  終 了 時 刻  

左 の う ち ， 勤 務

時 間 外 等 に お け る

作 業 時 間  

備  考  
課 長  主 査  

  
日  

(  )   

（ □ 日 没 後  □ 危 険 区 域 ）  

   時  分  時  分  時 間  分 間  

 

  
日  

(  )   

（ □ 日 没 後  □ 危 険 区 域 ）  

   時  分  時  分  時 間  分 間  

 

  
日  

(  )   

（ □ 日 没 後  □ 危 険 区 域 ）  

   時  分  時  分  時 間  分 間  

 

  
日  

(  )   

（ □ 日 没 後  □ 危 険 区 域 ）  

   時  分  時  分  時 間  分 間  

 

  
日  

(  )   

（ □ 日 没 後  □ 危 険 区 域 ）  

   時  分  時  分  時 間  分 間  

 

  
日  

(  )   

（ □ 日 没 後  □ 危 険 区 域 ）  

   時  分  時  分  時 間  分 間  

 


